
 

（参考資料２） 

障害者基本計画（第３次計画）（平成 25 年９月 27 日閣議決定）（抄）≪抜粋≫ 

 

Ⅱ 基本的な考え方 

３．各分野に共通する横断的視点 

（３）障害特性等に配慮した支援 

（略）障害者施策は，性別，年齢，障害の状態，生活の実態等に応じた障

害者の個別的な支援の必要性を踏まえて，策定及び実施する。 

特に，女性である障害者は障害に加えて女性であることにより，更に複合

的に困難な状況に置かれている場合があること，障害児には，成人の障害者

とは異なる支援の必要性があること，に留意する。（略） 

 

Ⅲ分野別施策の基本的方向 

 10．国際協力 

【基本的考え方】 

  障害者施策を国際的な協調の下に推進するため，障害分野における国際的

な取組への積極的な参加，国際協力の推進，障害者団体等による国際交流の

推進等を進める。また，障害者権利条約について，その早期締結に向け，必

要な手続きを進める。 

（１）国際的な取組への参加 

○我が国が平成 19（2007）年に署名した障害者権利条約については，これ

まで，障害者基本法の改正，障害者総合支援法の制定，障害者差別解消法

の制定等，その批准に向けた取組が進められてきたところであり，これら

の環境整備の進展も踏まえ，早期締結を目指し，必要な手続を進める。

10-(1)-1 （略） 

 

Ⅳ推進体制 

 ５．調査研究及び情報提供 

障害者施策を適切に講ずるため，障害者の実態調査等を通じて，障害者の状

況や障害者施策等に関する情報・データの収集・分析を行うとともに，調査結

果について，本基本計画の推進状況の評価及び評価を踏まえた取組の見直しへ

の活用に努める。また，障害者施策の適切な企画，実施，評価及び見直し（PDCA 

28）の観点から，障害者の性別，年齢，障害種別等の観点に留意し，情報・デ

ータの充実を図るとともに，適切な情報・データの収集・評価の在り方等を検

討する。（略） 


